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南王子村の部落形成史⑴
――信太明神境内から古屋敷まで――
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泉州泉郡南王子村の来歴について左に申し上げます。/信太大明神に供奉してきた
者がおり、その時、六人でした /名前 アズ /ホンバヲヤホ /ヒガシバン / ト / ホン
パキタラホ /チツネン / アソハン / ホンハホヘホ /それからどれほど年数が経ったか
分り難いのですが、貞観年中の頃、聖大明神が官社の列に加えられた折に、この六人
の者は改名しました。/ アズ太夫 /ヒガシバン若太夫 /ホンハキトラホ安太夫




























































































その二は、移転して 98 年後の元禄 11 年（1698）に、村民は再び隣の泉郷に移転するこ
とになるが、その際、跡地３反８畝 28歩の新たな所有者が決められた。その新たな所有者
の記録が、翌元禄 12 年に作成されている。畑反畝高寄帳（以下高寄帳）がそれであ




































































南北 35 間３尺（68m 程）東
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